
(57)【要約】

頚椎椎間補綴セットは、関節動作の所定の中心（１８）

を有する関節を形成するための滑り面（１６）の対を備

える。頚椎椎間板の異なる関節半径により良く適合させ

るために、頚椎椎間補綴セットは、滑り面の対（１６）

が異なる曲率半径（１７）を有し、かつ、関節半径が異

なる少なくとも２つの異なる補綴を備え、より頭蓋側に

ある椎骨対を対象とする補綴は、より尾側にある椎骨対

を対象とする補綴よりも、滑り面の対（１６）が大きい

曲率半径（１７）を有する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 関 節 動 作 の 所 定 の 中 心 （ １ ８ ） を 有 す る 関 節 を 形 成 す る た め の １ 対 の 滑 り 面 （ １ ６ ） を
備 え た 頚 椎 椎 間 補 綴 セ ッ ト に お い て 、 滑 り 面 の 対 （ １ ６ ） の 曲 率 半 径 （ １ ７ ） が 異 な る と
共 に 、 関 節 動 作 の 中 心 位 置 （ １ ８ ） が 異 な る 少 な く と も ２ つ の 異 な る 補 綴 を 備 え 、 よ り 頭
蓋 側 に あ る 椎 骨 対 を 対 象 と す る 補 綴 は 、 よ り 尾 側 に あ る 椎 骨 対 を 対 象 と す る 補 綴 よ り も 、
滑 り 面 の 対 （ １ ６ ） に 関 し て 大 き い 曲 率 半 径 （ １ ７ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 頚 椎 椎 間
補 綴 セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 頚 椎 椎 間 補 綴 セ ッ ト に お い て 、 １ ８ ｍ ｍ よ り も 大 き い 滑 り 面 の 半 径 （ １ ７ ）
を 有 す る 少 な く と も １ つ の 補 綴 と 、 １ ８ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 滑 り 面 の 半 径 （ １ ７ ） を 有 す る
少 な く と も １ つ の 補 綴 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 頚 椎 椎 間 補 綴 セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ の 頚 椎 椎 間 補 綴 セ ッ ト に お い て 、 １ ５ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 滑 り 面 の 半 径
を 有 す る 少 な く と も １ つ の 補 綴 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 頚 椎 椎 間 補 綴 セ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ の 頚 椎 椎 間 補 綴 セ ッ ト に お い て 、 第 ２ の 補 綴 よ り も Ａ Ｐ 方 向 の 広 さ が 小 さ い と
共 に 、 滑 り 面 の 半 径 が 大 き い 少 な く と も １ つ の 第 １ の 補 綴 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 頚 椎
椎 間 補 綴 セ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 い く つ か の 寸 法 等 級 を 備 え る 頚 椎 椎 間 補 綴 セ ッ ト か ら 、 人 間 の 頚 部 脊 椎 の 確 定 し た 椎 間
腔 に 、 製 造 者 が 寸 法 等 級 を 当 て は め る 方 法 に お い て 、 こ の 椎 間 腔 の 平 均 関 節 半 径 が 決 定 さ
れ 、 こ の 決 定 さ れ た 関 節 半 径 に 近 い 関 節 半 径 を 有 す る 寸 法 等 級 が 当 て は め ら れ る 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 関 節 を 形 成 す る た め の １ 対 の 滑 り 面 を 備 え た 頚 椎 椎 間 補 綴 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 そ の よ う な 補 綴 の 第 １ の 既 知 の 類 型 に は 、 関 節 の 動 作 の 中 心 が 、 補 綴 の 内 側 に 配 置 さ れ
た も の （ 米 国 特 許 公 開 第 ５ ４ ２ ５ ７ ７ ３ 号 ） や 、 上 記 補 綴 の わ ず か に 上 方 に 配 置 さ れ た も
の が あ る 。 こ れ は 、 補 綴 で 擬 態 し よ う と 意 図 さ れ た 自 然 の 状 態 と は 一 致 し な い 。 他 の 類 型
の 椎 間 補 綴 （ 仏 国 特 許 公 開 第 ２ ７ １ ８ ６ ３ ５ 号 ） で は 、 関 節 が １ 対 の 滑 り 面 で 形 成 さ れ 、
そ の 屈 曲 の 共 通 す る 中 心 が 補 綴 の 外 側 に 、 具 体 的 に は 下 側 に 、 位 置 し て い る 。 こ れ は 、 自
然 の 状 態 に 近 づ く が 、 そ れ で も や は り 自 然 の 状 態 か ら 遥 か に 遠 い 。 椎 間 補 綴 の 第 ３ の 類 型
（ 米 国 特 許 公 開 第 ５ ４ ０ １ ２ ６ ９ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 公 開 第 ９ ５ ５ ０ ２ １ 号 、 ヨ ー ロ ッ パ
特 許 公 開 第 １ １ ６ ６ ７ ２ ５ 号 ） で は 、 ２ つ の 互 い に 逆 方 向 を 向 い た 滑 り 面 の 対 が 、 レ ン ズ
状 の 補 綴 核 の 両 側 に 配 置 さ れ 、 自 動 的 に 調 整 が 行 わ れ る 未 定 義 の 関 節 中 心 を 有 す る 。 こ れ
が 自 然 の 状 態 に 最 も 近 い が 、 こ れ を 頚 椎 の 狭 い 椎 間 腔 内 に 収 容 す る の は 困 難 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 頚 椎 椎 間 関 節 の 動 作 の 中 心 が 、 椎 骨 と 椎 骨 と の 間 で 異 な る こ と （ エ ル ・ ペ ニ
ン グ （ L.Penning） ， 頚 部 脊 椎 の 機 能 病 理 学 ； エ ク セ プ タ ・ メ デ ィ カ （ Functional Pathol
ogy of the Cervical Spine ; Excerpta Medica） １ ９ ６ ８ ， １ － ２ ３ 頁 ， Ｗ Ｏ ９ ９ １ １
２ ０ ３ ） の 認 識 に 基 づ く も の で あ る 。 こ の 認 識 か ら 出 発 し て 、 本 発 明 は 、 補 綴 関 節 の 動 作
を 更 に 自 然 の 状 態 に 近 づ け る こ と を 目 指 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 滑 り 面 の 対 が 異 な る 曲 率 半 径 を 有 し 、 か つ 、 関 節 動 作 の 中 心 が 異 な る 位 置 に
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あ る 少 な く と も ２ つ の 異 な る 補 綴 を 備 え た 頚 椎 椎 間 補 綴 セ ッ ト を 提 供 す る こ と に よ っ て 、
上 記 目 的 を 達 成 す る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 よ り 頭 蓋 側 に あ る 椎 骨 対 を 対 象 と す る 補 綴 は 、 よ
り 尾 側 に あ る 椎 骨 対 を 対 象 と す る 補 綴 よ り も 、 大 き い 滑 り 面 の 曲 率 半 径 を 有 す る 。 問 題 に
な っ て い る 位 置 に 応 じ て 、 執 刀 者 は 、 上 記 セ ッ ト か ら 適 切 な 補 綴 を 選 択 す る こ と が で き 、
こ れ に よ り 、 こ の 補 綴 が 取 り 付 け ら れ た 椎 間 関 節 の 動 作 は 、 こ れ ま で 可 能 で あ っ た よ り も
更 に 自 然 の 状 態 に 近 く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 い く つ か の 場 合 、 上 記 補 綴 セ ッ ト は 、 た っ た ２ つ の 異 な る 補 綴 、 す な わ ち 、 確 定 さ れ た
平 均 値 よ り も 大 き い 滑 り 面 の 曲 率 半 径 を 有 す る 補 綴 と 、 確 定 さ れ た 平 均 値 よ り も 小 さ い 滑
り 面 の 曲 率 半 径 を 有 す る 補 綴 と を 備 え れ ば 足 り る 。 こ の 平 均 値 は １ ８ ｍ ｍ が 好 都 合 で あ る
。 例 え ば 、 セ ッ ト は 、 ２ ２ ｍ ｍ の 滑 り 面 の 曲 率 半 径 を 有 す る 第 １ の 補 綴 と 、 １ ４ ｍ ｍ の 滑
り 面 の 曲 率 半 径 を 有 す る 他 の 補 綴 と を 備 え る こ と が で き る 。 異 な る 滑 り 面 の 半 径 を 有 す る
よ り 多 く の 数 の 補 綴 を 備 え る の が 好 ま し く 、 例 え ば 、 ま さ に 述 べ ら れ た 上 記 例 示 の セ ッ ト
は 、 １ ８ ｍ ｍ の 滑 り 面 の 半 径 を 有 す る 補 綴 が 追 加 さ れ 、 適 切 な 場 合 、 １ ０ ｍ ｍ の 滑 り 面 の
半 径 を 有 す る 更 な る 補 綴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 異 な る 関 節 半 径 を 有 す る 複 数 の 椎 間 補 綴 の う ち 、 ど の 椎 間 補 綴 が 頚 椎
椎 間 板 を 置 き 換 え る の に 適 し て い る か を 決 定 す る た め の 方 法 に 関 す る 。 こ の 方 法 は 、 罹 患
関 節 の 関 節 半 径 が 確 定 さ れ 、 こ の 関 節 半 径 に 近 い 関 節 半 径 を 有 す る 補 綴 が 選 択 さ れ る こ と
に 特 徴 が あ る 。 こ の 状 況 で は 、 上 記 関 節 半 径 は 、 関 節 動 作 の 中 心 と 補 綴 の 中 間 点 と の 間 の
距 離 で あ る と 理 解 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 補 綴 の 製 造 者 に よ っ て 行 わ れ 、 頚 部 脊 椎 の 各 椎 間
腔 に 関 し て 、 上 記 製 造 者 は 多 く の 個 体 か ら 平 均 関 節 半 径 を 決 定 し 、 あ る い は 、 文 献 か ら 上
記 平 均 を 取 得 し 、 上 記 椎 間 腔 に 、 椎 間 補 綴 の セ ッ ト が 提 供 す る 寸 法 等 級 を 割 り 当 て る 。 下
方 の 表 は 、 滑 り 面 の 曲 率 半 径 の 寸 法 等 級 が 、 定 義 さ れ た （ ミ リ メ ー ト ル で 表 し た ） 寸 法 の
範 囲 内 の 各 椎 間 腔 に 割 り 当 て ら れ る 方 法 の 一 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 小 さ い 曲 率 半 径 の 使 用 に 関 し て は 、 こ こ に お い て も 、 関 節 中 心 が 補 綴 の 外 側 に 位 置 す る
こ と に 注 目 す べ き で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 面 は 、 上 で 用 い ら れ た 用 語 を 説 明 す る た め の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 下 側 カ バ ー プ レ ー ト １ １ と 、 上 側 カ バ ー プ レ ー ト １ ２ と 、 補 綴 核 １ ３ と で 構 成 さ れ る 椎
間 補 綴 が 、 椎 骨 体 １ 及 び ２ の 間 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 補 綴 核 １ ３ は 、 補 綴 の ３ つ の 側 面
に 沿 っ て 延 び る 切 り 下 げ 棚 部 （ undercut ledge） と 、 留 め 具 １ ５ と で 下 側 カ バ ー プ レ ー ト
１ １ に 確 実 に 留 め ら れ て い る 。 そ れ は 、 上 側 カ バ ー プ レ ー ト １ ２ と 共 に 球 状 の 滑 り 面 の 対
１ ６ を 構 成 し て お り 、 こ の 球 状 の 滑 り 面 の 対 １ ６ は 、 滑 り 面 半 径 １ ７ と 、 補 綴 で 形 成 さ れ
た 関 節 の 動 き の 中 心 を 形 成 す る 屈 曲 中 心 １ ８ を 有 す る 。 こ れ は 、 カ バ ー プ レ ー ト １ １ ， １
２ と 、 こ れ ら に 接 続 さ れ た 椎 骨 体 １ ， ２ が 、 互 い に 相 対 的 な 運 動 を 行 う こ と が で き る こ と
を 意 味 し 、 滑 り 面 の 対 １ ６ の み が 相 対 動 作 を 決 定 づ け る 限 り は 、 上 記 中 心 １ ８ 回 り の 回 転
動 作 を 表 す 。 実 際 の と こ ろ は 、 相 対 動 作 を 決 定 す る に は 他 の 滑 り 面 、 す な わ ち 、 関 節 面 も
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ま た 関 係 す る の で 、 現 実 に 生 じ る 相 対 動 作 は こ れ か ら 多 少 逸 脱 す る か も し れ な い 。 し か し
な が ら 、 補 綴 で 定 義 さ れ る 関 節 動 作 の 中 心 １ ８ が 、 動 作 の 自 然 な 中 心 に 一 致 す る ほ ど 、 関
節 動 作 は な お さ ら 調 和 が 取 れ 、 ま た 、 患 者 の 症 状 の 継 続 は な お さ ら 起 こ り そ う に な い こ と
が 認 識 さ れ る で あ ろ う 。 関 節 半 径 は 、 滑 り 面 半 径 か ら 独 立 し て 定 義 さ れ 、 後 者 と は 、 自 然
の 関 節 動 作 の 中 心 か ら 補 綴 、 あ る い は 、 上 記 補 綴 を 収 容 す る 椎 間 腔 の 幾 何 学 的 な 中 間 点 ま
で 測 定 さ れ る 点 で 異 な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 に お い て は 、 よ り 頭 蓋 側 の 頚 部 椎 間 腔 （ 特 に Ｃ ２ ／ Ｃ ３ と Ｃ ３ ／ Ｃ ４ ） を 対 象 と す
る 補 綴 は 、 よ り 尾 側 の 頚 部 椎 間 腔 （ 特 に Ｃ ５ ／ Ｃ ６ と Ｃ ６ ／ Ｃ ７ ） を 対 象 と す る 補 綴 よ り
も 、 関 節 半 径 が 大 き い こ と で 識 別 さ れ る 。 他 方 に お い て は 、 よ り 頭 蓋 側 に 固 定 さ れ る 補 綴
は 、 よ り 尾 側 に 固 定 さ れ る 補 綴 よ り も 、 特 に Ａ Ｐ 方 向 （ Ａ Ｐ ＝ 前 後 方 向 （ anteroposterio
r） ） に お い て 小 さ い 表 面 の 広 さ を 有 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 の さ ら に 特
徴 的 な 点 は 、 補 綴 セ ッ ト が 、 第 ２ の 補 綴 よ り も 関 節 半 径 が 大 き く 、 か つ 、 （ 特 に Ａ Ｐ 方 向
の ） 表 面 の 広 さ が 小 さ い 少 な く と も １ つ の 第 １ の 補 綴 を 備 え る こ と に あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 図 面 は 、 用 語 を 説 明 す る た め の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 18日 (2006.4.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

【 図 １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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